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凶国の国有林間知lにおける植物寄生線虫の分布

陳野好之(1)・五十嵐 豊(2)

Yoshiyuki ZU.j:¥o ancl Yutaka IGARASHI : Distribution of Plant Parasitic 

Nematodes Associated ¥vith Coniferous Seedlings in Shikoku , ]apan. 

要 旨:四園地方の国(f林苗河11における植物寄生線.:ùの極矧，分布および生息密皮などを謁査し
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1) 検出された組物寄生線虫 :i (Ì属で，これらのうち 9 置が同定された。

2) 植物寄生線虫の分布はネグサレセンチュウが最も広く，調査全出姐の約95%で検出されたη

ユぞハリセンチュウおよびナ空ラセンセンチュウもかなり広し・分布を示したが，これらに比べるこ

イシュクセンチュウの分布はやや狭い3

3) 生息密支はネグサレセンチュウが最も if;:j く，乙の煩向!まスギの恨!とおける寄生密度でとくに

著しいウ

.1) ネグサレセンテュウは Pratylenchus co_万eae と P. ρellctrans の 2 寵が検出され，前者は

i日 l暖地区，役者は寒冷地区の山~1日に生，\1する傾向が認められた。

5) 分布，生息、密度などの芳点から、四国土t!!方lとおし、ではネグサレセンチュウ属 2 極が最も重要

な線虫であると考・えられる内

はじめに

i卒業首切において線虫の波害が報告15)されたのはかなり古いにもかかわらず，久しい 11 '，J-殺には全く関

心が Itわれずにきたロ 1950年代後半から 1960平代lζ入仏百溺[13)，焔本眠 桃川l.ti)の報告などによって，

ようやく林業苗畑でも地虫の波害が注 r I されるようになり，ごく最近では主要な線虫についての寄生法、

加害性および防除などの畑見が加えられつつあるわS)叫i)問。一方. 1963年には掃虫|拘除の基礎資料をうる

!=l I'r;Jで農林省林業;試験場が中心となって，島地のI'li畑:こおける植物寄生綜!.hの碩知とその分布，生息密度

などを羽らかにするための実態調斉;iloltllÎが立案され，これに法づいて， 1964 ~f と 1965年の 2 カ年にわたっ

て， 12道l呈の，休業試験場による各地民同市対IJの調査が実砲されたっこれらの結果!ま千葉1)によって総括的

な検討が力1Iえられた三また， II~ 有林の苗対uでも 1963"j三以来，問機なW1 tf.言 I-lllíj ~.こもとっ・いて詞査がすすめら

れ，すでに東日本の国(j.体首畑につしI 、てはJ'.f宮6)が?九州地方法清原引が，北海道地方は防本心がそれらの

結果を報告していること在者らは上記地方よりやや遅れて、 1967:~1えから 1969年の 3 か年にわたって円園地方

の国有林íW畑の実態調査を担当したひ~<卸告ではこれらの結以の概要を述べるが，統一的な方法にもとづ

いた t剖査である|菊{示じとりまとめ方法などは真7~.6) 1 '~I~f原5) にできるだけしたがった。

この謂売を行なうにあたっては，市虫の l司定をはじめ終始適切なご指導をいただいた林業試設場保護部

樹病研究室:t'1宮靖治技官に深刻するとともに，いろいろとご配滋をいただいた岩川盈犬林業試験場四国支

場長(当時)、高知営林局森国健男(、当 11寺)，鍋日健一両J立林諜長，大I1有二l'!I.\種苗係長(当時)をはじめ~

係営林署および間:阻の方々にあっくお礼を rl1 しあげる 3

1Y71年12月 9 日受珪

( 1) f'~護部 (il甘四国支場) (2) 四国文場



- 12 ー 休業試験場研究報告 :':n 246 号

調査方法

~~査は 1967年から 1969年までの 3 か年にわたって， iq知古林間管内 17宮林署19i古畑を対象として行なっ

た。詞査苗床はまき付床を対象士 Lたが，若木の誌主などの関係で一部では床替(':'j床も調べた。また，当

営林局のまきイ寸床:ま{木悶出〈71f刈大豆などの泳，!j巴哉堵・)との輪作方式を採用しているので，日i也の要望:こ

よって，来年度まき付予定地である休閑地からも試料を・限l[えした。試料ø採取はおおむね 9 月ド句-----lO，A

下旬としたが，一部には 7 月下旬採取も合主れている試料の採取方法・ば林業古河:1における線虫被害調査

要領山にもとづさ，泊二仁と枝辺土壊を採取し持ち得って，それぞれ線虫の分離を行なった。埠虫分離方訟

は土壌では CHRISTIE ancl PERRY 法円吉本の振では YoU!\(; 法19 )を用いた 3 供試量は 1 試料につき土壌

300g ，恨部 1 g としたけなお，これらの実態調査とは日1]1こ， そナモネグサレセンチュウ (Pratylellclws

cO.，供ae) の生息密度の高い大拐営林署ー陣IJIÎ百畑のスギまき付ï'f昧で， 1968年から 1970年 lにわたって試験区

を設けて， そ十ミネグサレセンチ ι ウの時;主的治長を調べたじこの試験区は l 区 2 m2 といスギをまき

つけ、 4 尽から翌年 3 月まで毎月 1!D!ずつ根辺土壌と lrI木を採取し、さらに主木掘りとり後の残留根も採

取して，それぞれ上記の方法によって殺虫を分離してII.]J日 I'(J 消長を詰査した c

調査結果

1. 線虫の種類と分布

理査苗畑の概況と所在は Table 1 , Fig. 1 に示した。これら(') I'ti泊から強 11\ され fご植牧寄生線虫:まつぎ

の 6 .1恒が確認され，これら 6 凶のうち 9 桓が同定された。

fう'alylenchus cOJ持ae (モナぞネグサレセンチュウ)

Pra/ylellclms ρenetrans (キタネグサレセンチ ι ウ)

TrichodoJ'us cedarus (ユそれリセンチュウキj

TricJlOdorus lninor (ユモハリセンチュウ*)

TricllOdorus ρoroSlls (ユモハリセンチュウ牢)

Trichodoms sp. (ユミノ、リセンチュウ勺

Helicotylellchus dihystera ( ナミラセンセンチヱウ)

Scutellonema brachyurum ( ラセンセンチュウキ)

Tylc11 cllOrhyncんltS claytoni ( イシュクセンチュウ*)

TylenchorJzynclms sp. (イシュクセンチュウ勺

XiρhinelJlu americαnum (ナミオオガタ μ リセンチ ι ウ)

なお、とれらのほかに Aρhelenchoides および AρIwlenclms 同などの綜.9-lがごくわずかながら松山さ

予， f~ 
J・"'~ご

これらの線忠の各首:埴における分布状態を Table 21ζ示した口これによると Pratylenclllls J試の分布が

最も忠く，詞査全古畑19か所のうち 18か所の苗畑で検出された o Praりlellchus 属は 2 商， Pralylenclws 

coffeae および PratylencヅUlS ρenetrωIS が検喝されたが，両者が混在した 2 前畑(珂条営林署円山首畑，

x 罵;乙対する和名
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Fig.l とそれぞれの磁の分布にある傾向が認められた c すなわち，清水道林署大l'史苗畑)を来いては，

Praty台J1chus co五(eae は海岸地帯ないしTable 1 に方:した気候区分山および年平均気前から推定するこ，

は低海抜地帯の地較的混暖な前畑(気候IR分1. II ‘!V, q:.士r

letzcJlllS ρenelrans は四国脊梁止!地の比較|円高i海抜地帯の15冷な由畑(気候区分 II "-'ID，年平均気況15"C

以下〉に分布する傾向が認められた，)

況

| ヨ | 署 ! げ平均気E本 1 )~j 抜高* 1 1;休日キ|土性*1 気
1 3 林署 I n'j 畑 i hnm1111tituω AJEnu剖. I.::L ti* I 候区分*

NurserylPrefec- I Forest I M..~~~，..， L~~ ，，~~~~~_J above sea I rainfall; Soil 'Climatic 
1.0. .o.V." ... ,.....J ,_ V.o.:::~~:~~ I Nllrsery Itemperaturel ;-: 丸山 ¥ ぷご立 | nllmber I turel office 1 日 1~""UFl.O l/~~，\.L\:OI level (m)1 (I11.m)1 texture 1 division "'1........., V.o..o..o.山， I CC) I 'りI ¥.<>.o.u'./I ...".......,.a...! 

島市島|池日 1 15.0 I 品 I 1, 335 I Jm ~土 l
川 i 高松|本日 I 15.6 I 220 I 1, 191 I f/ '1 

IIc 

Table 1.調査古畑の概
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Table 2. 調査苗対11 と検 I'l\ ~~ &t 

Occurence of plant parasitic nematodes in forest nurseries 
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Pratylenchus 属にっし!、では Trichodortls J胃iの分布が!よく 9096 以上の IW畑で検1111 された。 Trichodorus

乙のうち 7 か所の苗:胞では両者慢のうち T. cedarus が 13の前知iで， T. minor が11の l~i・畑で検 i!i され，

Helicotylenchus dihystera は約84%の首江11が混在していた。 T. þorosus は 1 l'Éî畑の検出だけであった日

で検!prされ，その分布!ま TricllOdorus 属につづいてかなり広い。これらに対して Scutellollema brachy-

怜;J\率は50忽以下であった c Xiþlzinema 属ほどltrum および TylωchorhYllchus 属でほ分布がせまく，

Scutellonema brachyurum :ま Table 1 およJ2 にみられなお，く一部の苛;抵でしか検出されなかったc

るように低海抜地帯またはこれにi互い抗I暖な地域の荷知lで検出される傾向が認められたr

線虫の種類と生息密度2. 

とüTable 3 に示した c検出された各線虫の生息密度を 6 段摘の密度区分による頗度として整担し，

とく !l= 根の生息密度で乙の傾向が著しいコ{也の線虫によると Pratyle/lchus 属の生息密度が最も高く、

TricllOdorus. Helicot)'lenchus, Scutellonema, TylencllOrlrynchlts および Xiρhillema 各府~:iいずれも密

しいていえば Trichodorus および TyleJlchorhYllchus 属!芝が低く，これらのïh1 ，こ大きな述いはないが，

で高い密度で検出される場合が多いようであ「たっ

ま

線虫の種類と樹種

Table 4 (ζ樹種別の試料数 !ζ対する， 各操虫の検出された試料数のしめる割合を百分率で示した c

3. 
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PO密pula度tion区den分sity i | 

f長

Nematodes 

Pratylellcll1ls coffeac 

" ,.. * 
P. ρenetrans 

1/ 牢

Trichodorus 

Helicotylcllchus 

SClltellollema 

Tylenchorhynclllls 

Xiphillema 

Table 3. 線虫の種類と生E、密度(土壌 300g)

Nematode population (per 300g of soil) 

1.......10 I|I 11.......1001101"-'500 'l501.......2, 000\2, 001;:-000\ 5 , 001'"'-' 

度数占〉目Z許号<(本儲*] 度数ζb目言h(先〉l|i| I数可主h 長(箔〉 度数K号h目ω M 4 ( % ) l数Et詰υ 昔いz-( 箔) 
JEi炉Hz h ロ、
数 (96) 

11 26.8 12 29. 3 I 13 31 ・ 4 己 12.2

3 9.1 3 9.1 6 18.2 10 30.3 8 24.2 3 9.1 

11 40.7 8 29.6 5 18.5 3 11. 1 

3 15.0 5 25.0 3 15.0' 5 25.0 2 10.0 2 10.0 

2: 32.8 27 42.2 16 2己 .0

8 47. 1 I 7 41. 2 i 2 : 1. 8 

9 36.0 I 9 36.0 6 24.0 

2 50.0 1 25. O. I 1 25.0 

準 隈部 1 g についての生息由度 Population per 19 of roots. 料 Frequenc~-'-.-XIOO 
Number of samples 

Table 4. 紘 虫 ω 匝 3封知正近i と 枯樹J .1 

Nematodes associaled with c∞onifero L1 s seedlings 

- 15 ー

試料数

Number of 

samples 

41 

33 

27 

20 

64 

34 

J、，;

2丞

4 

線 ス iギa ICllamaecv!Jaris I Pクin ロマツ休 I~I'~ !也 計Cryþto,!wria. IC!zamaecy�aris I Pim~s. .. I Fallow I Total 樹 l|ll1coFbヒnttrau出Esqnn凹aノmen頭干3Eゆqキa皮r5t6 s Host jaρoJl ica lobtusa ! luwbergii 
Nematodes 

検出!ÞJi度料 出頻度検 11'1 J�Ji 検出煩Fr岡田町Y56 ||F検requency I Frequency 度96 I Frequency 度% 

丹aかωIS Cゆae13l 62.0 5 33.3 4 33.0 41 52.6 

I1 :1 キ 26 59.1 6 66.7 l 33 70.2 

PratyleJlchus ρenetralls IS .30.0 4 26.7 8 66.7 27 34.6 

11 !f 本 ふ 6 36.4 t 44.5 20 42.6 

Trichodorus 44 88.0 10 6�.7 9 75.0 64 82.1 

HelicotylencJms 23 46.0 6 40.0 t L 33.0 34 43.6 

Tyl，の'lchorhynchlts 12 24.0 7 46.7 6 50.0 25 32.: 

Scutellonema 12 24.0 4 26.7 8.3 17 21.8 

Xiphillema 3 6.0 l 6.7 4 5.1 

'根部よりの検出 From root samples. ** Frequency---_-xlOO 
Number of samp1es 

ず，根辺土;嵐をみるとスギでは ， Pratyleuchus 属が9096以上をしめて検出品1'1l虻がMも日く‘ Trichodorus 

属も90%近い検出串でこれにつづいた c Helicotylenclms 属は46((6で ， Tylenchorhynclllls , Scutellonema 

両属 Jまさらに低~であった c ヒノキでほ Trichodorus 民.が約675\ぎをしめて Prαty的Iclms 同の約 6096 を

上回った c TylenclwrhYllchus , Helicotylel1clzus 両開はやや劣り Scufellonema ，凪はスギと!司様に低率で

おった、つぎに根部からの検出率をみると，スギ，ヒノキともに Praり'lenclms 属 2fifiの検出率はきわめ

て高く.スギでは75%以|て‘ヒノキでは調査資料全部で検出されたの一方，休問地の土壌でも苗床の土壌

とほぼ司様な植物寄生線虫が検出され，検/l\頻度も Praかlenchus 属の100% ， Trichodortls 属の75%とか
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Table 5. 樹種別にみた主要線虫の生息密度〈土境 300g)

Population of plant parasitic nematocles associated coniferous seecllings (per 300g of soil) 

PO密pula度tion区clen分sity |1l~lo|111~100i101~三Go1ldGI~2, 000 2, O010~00i | 500l~ 
、5 ， 000('

樹 種

度数占トロ~ 主度〈 h iれロロ( >ad i数r5t占h 首ω再3代)( 55 度数ぷE E-28 度数v両匂Zh七g.~ 時数i両Eh Zh 3 ( C 24 

線 虫
Host 

Nematodes 

pヲJケ'ratylenchus CO)リ， * ~ 16. l!l? 3~. ~ 11 ぉ.4515I61 
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Fig. 2 ミナミネグサレセンチ斗ウの季節的変動

Population fluctuations of Pratylenchus co.刀eae.
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なり高率であった。マツの試料は少なく今後の調査を必要とする。

つ亨!と，樹騒別にみた主なる線;11，の生息密度をTab!e 51C示す。 Table 5 は樹極別に，検出された各線

虫の生息密度を 6 段階の密度区分による頻度として整理したり乙れによると，スギでは Pratylenchus 属

の生息密度が他の線虫!こくらべて高く，とく :ζ恨の寄生密度でこの傾向が顕著に現われた c Praty台llclms

腕以外の線虫では，分布の広い Trichodorus 府をはじめ HelicoLylenc/llfs， ScutelloJ/ema, Tylenchorhynｭ

cllUS 各属の生息密度は概して低い c 一方，ヒノキではスギよりも各局ともかなり低率で， 乙の傾向は恨

の Pratylenchus J属θ寄生密度においても変わらないコ

4. Pratylencl1ll8 coffeae の時期的消長

1968年から 1970年にわた勺て，大拐営林署IlilI山首畑のスギまき{寸前床で行なった時期的潟長認査の結果

を f Fig.2 および 3J乙示すコまず， Fig.2 の土域での生息数の変化をみると， 7 )j下旬かみ 8]] にかけて

かなりの密度上昇が起とり， 9 "-'10月でピークに達するっその後はいくらか減少するが，冬季もとくに極

端な密度底下は起こらずに翌春まで経過するコ根の寄生密度では，土上長の場合よりも早い 6 月中~下旬か

ら急激な密度の高まりをみせ 7 月 11:1，下旬'"'-" 9 .Jl 下旬までに:j密皮を仏持する c ピークは 8 月下旬""-' 9 /1 

土句に現われ，最高25.000頭11 g:こも達した。 10月以降は漸減しながうもかなりの高密度を保持した状態

で翌春まで経過するつつぎに Fig.3 の残留恨の調査では，苗木のtíHりとり後約 1 か月以内にあたる 3 月

1 ):1ではかなりの生息数を示す内しかし，その後は急速に減少するようで、 6 jJごろには残留桜の多くは!肉

敗し，線虫の生息もほとんど認められなくなるう

考察および結論

以上述べたところから四国地方の国有株前畑における植物寄生議虫の種類とその五、布および生息。様

相などが|明らかにされた。管内各地の苗畑から検IH され

た植物寄生線虫は 6 属 9 麗であるが， 乙れらのうち IU同

PratyleJlchus 属は分布が最も広く，生息密度も他の容

生線虫のいずれよりも高く，とくにスギの恨に対する寄

生密度はきわめて高い。このために棋腐れなどによる苗

木の生育不良や枯死を引き起こしたと店、われる事例を多

数観察した。 ζれらのことから，四国の国有林間:切にお

いて;-.t Pratylenchus 1立が最も重要な線虫であると考え

られる c 林業白畑における Pratylenchus J属の重要性に

ついては，すでに北海道久東日本6)および九州ω各地の

国有林苗畑や12道県の民有林苗畑1) の実態調査結果でも

指摘されており，四国の国有林苗畑においても，乙れら

各地の苗畑と同様な傾向を示したとみてよい。

ところで， この調査では 2 程の Prafylenchus 属の線

去を検出したうその一つは約 7096 の苗畑で検出された

Pratylenclms co，刀をae ( ミナモネグサレセンチュウ)で

ある勺本程は主として海岸線またはこれに近い ìliH匿な地

制叩
む
一
叫
円

d
叫F
J
F
E
U
Cち b∞ ー一一一一 19�9 

・・・ー・・・ 1970 -
2
EコZ

‘ •• ‘‘ 
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Fig.3 スギ残間111 rl:1 の Pratylellc/ws cofｭ

feae の生息数

Numbers of Pratylenclms coj声ae in 19 

of 1'oots remained in soil after remov-
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j或12)の歯:問!こ分布し、仙の一つ ， PrafyleJlcJ1lls ρenetrans (キタネグサレセンチ_"ウ)は四国脊架山地の

高海抜.寒冷地域の前畑に分布しており?両者は年平均気温約 15 0 C 付近を境界として住み分けているよ

うである「乙れまでの澗査によると，北海道心では P. ρenctralls が， 九州のでは P. coffeae がそれぞれ

単一種であること，東日本6)では大部分の古畑で P. Pのletrans が検出され， P. coffeae は静岡などの混

暖な地域のごく一部に分布するとと，関同地方11】では両者がおおよそ北緯 353 付近を境として住み分げて

いるとと，などが示されている。とのような各地の事例カ・ら推しでも，両積の地域による分布のちがいは

明らかである。

Pra/ylenchus 院は一般にスギ，ヒノキなどにカ-なり強い寄生性を示すといわれるが8)9) , 乙の調査では

ヒノキに対しては必ずしも強い帯生性が認められていない α との点については調査事例が少ないので司今

後さらに検司を要する内

Z勾)ヲ)'1μ'イωl

'..'\ペ、密度を観察し Tたこし，愛媛県下の民問前畑での木葎の被宇害子1加0ω}や，福芦調号県下のスギ， ヒノキ，マツなどの激

しい被害の例からみても、 四国地方においては Pratylencll/ts 属についで-1-分な普戒を必要とする線虫と

思われる σ なお、かなり広い分布をしめした Triclzodm'IlS をはじめ HelicotylencJ1US ， Scufellonema など

の各民については加害の実態を明らかにする乙とはできなかった。

乙の"司査では線虫の LI:.息および寄生と常木の被害との関係については， 十分な解析がなされていない

が，四国地方においては，この調査でその重要叫が指摘さ::1.た Praty台l1chus 属線虫を対象として，被害

の解明，さらにすすんでより適臨な防防対策を確立することが、Ilj而の課題であると考えられる c
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Distribution of Plant Parasitic Nematodes Associated 

with Coniferous Seedlings in Shikoku, Japan 

YoshiyukiχINNO(l) anc1 Yutaka JGAR ,\SIII(2) 

SUl11l11ary 

The survey was undertaken to determine the kincls and population density of plant 

parasitic nematodes in national forest nurseries throughout Shikoku ls1and, ]apan. Seventyｭ

eight samples were collected from 19 nurseri.es cluring the late summer and fall of 1967 to 

1968 (Tables 1 and 2). Soil from each samp1e was processed by the technique described by 

CHRJSTIE and PERRy2). Modified YOUNG'S methocl6l1(1) was usecl to recover the endo-parasitic 

nematodes from roots. 

Results obtained from this survey are sUJlll11arized as follows : 

(1) Eleven species belonging to six genera \l,,'ere detectecl from the l1ursery soils and 

nine species out of eleven were identified (Tal> le 2). 

(2) Among them, the genus PralJ由nclms occurred most frequently. It was detected 

from 1l1.Cre than 95?6 of all surveyec1 nurserﾏes. Trichodorus and HclicotylencllUs have ;て Iso

wide distribution in the forest nurseries throughout Shikoku. On the other hand, frequency 

of the occurrence of Scutetlonemαand Tylenι加rllync/lUs were less than in the genera noted 

above, and rare occurrence of Xi�lzinema was recorded (Table 2). 

(3) Population density in nursery soils and in root8 were big・hcr in Pratylenclms than in 

thc other plant parasitic nematodc8. Thi8 tendency ¥vas more clear in the ca記8 of roots of 

Cryρfomeria seedlings (Table 3 and Ll). 

(4) Two species of p，・aty・leJlchus， namely P. co.刀eae and P. þenetrans, were confirmed from 

the surveyed samples. 1t may be said from this survey that inhabitable llursery for each 

species of Prat)おnclllts is divided fairly well in Shikoku district. PratylencllUs CO.庁eae occurred 

commonly in the nurseries located near the seashore or in lowland regions. whereas distribu・

(1) Forest Pathologist, Forest Pathology Section, Division of Forest Protection Research, 

Government Fores[ Experimcnt Station，恥1eguro， Tokyo. 

(2) Forest Entomologist, Laboratory of Forest Protcction Research , Shikoku Branch, 

Government Forest Experiment Statio l1, Asakura , Kochi. 
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tion of P. ρelletrans is c1efined in high mountain regions. In other words, the former species 

inhabits in the area having the climatic conditiOl1 higher than 15勺C in annual mean temperaｭ

ture and the conditions for the latter species is lower than 15cC (Figure 1 and Table 1). 

。) Seasonal variation of the population density of Pratylenchus c(坊をae was examined at 

a forest nursery where high population density of the nematode was confirmed , through 1968 

to 1970. As shown in Figure 2 , number of the nematode in soil increased suc1denly from late 

July and reached its highest peak in September and October. Then, the population c1ensity 

gradually decreased t日 1 the following spring. Similar tendency was recognized in the number 

of the nematode within root tissues. 1n this case, however, highest number o[ the nematode 

--25, 000 inc1ivic1uals per 19 of root--was countec1 in Iate August and in early September 

(Figure 2)_ 

(6) A large number of Pratylellclms co.βeae remained within tissues of r∞t fragments 

buried in soiI. and the population density in these root fragments ¥vas maintained up to March 

after one month had passec1 from transplantation of the seedlings. Thereafter, the number of 

the nematode suddenly c1ecreased. Since June, almost all of the remaining root fragments were 

destroyed and the number of the nematode recovered was quite small (Figure 3). 


